
 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名  祭りやばけい実行委員会 

２ 事 業 名 称  第３２回耶馬溪湖畔祭り 

３ 実 施 日 時  平成２６年８月２日（土） 

４ 実 施 場 所  大分県中津市耶馬溪耶馬溪町大字柿坂 耶馬溪ダム周辺 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に 

 耶馬溪ダムでは、堰堤見学や水質調査など非日常の体験を楽しんで貰い

ました。ステージイベントでは、地域の学校や団体の発表の場となる様な

太鼓・演舞・楽曲をメインとし、安易な借り物のイベントに頼ることなく

地域に所縁のある企画を優先させました。「段ボールボートレース」は参加

者が手作りするボートで湖面を競争する画期的な企画で、昨年に増して好

評でした。水上スキーデモでは世界レベルの迫力ある滑走とジャンプに、

観客席は興奮していました。花火大会も大拍手で無事終了し、湖面に浮か

ぶステージでのミッドナイトジャズライブで花火の余韻を楽しみながら全

ての企画が大きなトラブルもなく終了しました。 

（事業実施効果） 

 来場者・参加者には、森や湖に親しみ、森林や湖が持つ自然豊かな空間

や生活に欠かせない役割などを体感していただけたのではないかと思いま

す。また、日本随一を誇るゲレンデと設備を持つ水上スポーツ施設「アク

アパーク」をメイン会場にしたことによって、世界を意識したアピールも

できました。山あいとダム湖に響き映える大花火は迫力満点で、近隣では

今や一番の人気となっています。本事業で培われたノウハウは、多くの地

域活性化事業へ活かされ、特にそのソフト面での貢献は大きいと感じます

。過疎・高齢化が止まらない地域ですが、この事業で少なからず活力を与

え続けられている実感を抱いて取り組みました。 

６ 参 加 内 訳 

総人数                      約２．５００名 

（１）主催者参加                           ５０名 

（２）日本人参加（（１）を除く）              約２．４００名 

（３）外国人参加（（１）を除く）              若干名 

７ 今 後 の 方 針 

財政の厳しさの中、当団体としても、運営方法など十分精査し、新たな

収入の確保、経費の削減に努め、「地域密着・地域定着の事業」として今後

も耶馬溪ダムとの連携を取りながら継続していきたいと考えています。  

 
 
 



 

ダンボールボートレース             水上スキーデモ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープニング式典               ステージイベント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜の会場内                  大花火大会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


